
Decreased foot-related quality of life is a risk factor for falls in patients with 

rheumatoid arthritis 

 

足部に関する QOL の低下は関節リウマチ患者における転倒の危険因子である 

原口 明久 

 

生物学的製剤や JAK 阻害剤などの強力な薬剤の登場により、多くの関節リウマチ（RA）患者

で疾患コントロールが可能となり、関節破壊や変形の予防も期待されました。しかし、近年の

報告でもＲＡ患者の約 95％に何らかの足趾変形を認めたとするものもあります。患者は足部

に変形があったとしても、痛みや腫れなどの症状がなければ、日常生活に支障を感じず、担当

医に相談しない可能性があります。また、日常診療においては、足の診察が手と比べて行われ

る頻度が低いことも知られています。このような背景から、担当医が気付いていない足病変を

有するＲＡ患者は少なくないと考えられます。 

 

本研究では足部に自覚的な問題を抱えていない RA 患者の前足部変形の頻度を明らかにしまし

た。また、こうした患者が問題を感じていない前足部変形は治療介入を要するかどうかについ

て、転倒リスクの観点から検討しました。 

 

足部に自覚的な問題を抱えていない RA 患者の割合は 75.9％でした。そのうち 72.7%に前足部

変形が認められました。1 年間の転倒リスクについて多変量解析を行ったところ、転倒の既往

があること、足部 QOL(SAFE-Q)の低下が有意なリスク因子として同定されました。一方で前

足部変形の有無は有意なリスク因子とはなりませんでした。 

 

以上の結果から、患者が自覚的な問題を抱えていない前足部変形は 1 年間の転倒リスクという

観点からは治療介入の必要性は低いと考えられました。また、日常診療において SAFE-Q のよ

うな足部 QOL 評価を取り入れることで、RA 患者の転倒リスクを予測し、予防につなげる可

能性が示唆されました。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roae108 
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